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の爲（ため）に
古（ふる）びざる
嚢（ふくろ）、
尽（つ）きざる
財（たから）を
天（てん）に
備（そな）へよ、
彼處（かしこ）には
盗賊（ぬすびと）
近（ちか）づかず、
蠹（しみ）
壊（そこな）はず。

三四 
蓋（けだし）
爾（なんぢ）
等（ら）の
財（たから）の
在（あ）る
所（ところ）には、
爾（なんぢ）
等（ら）の
心（こころ）も
在（あ）らん。

三五 
爾（なんぢ）
等（ら）の
腰（こし）は
帯（おび）せられ、
爾（なんぢ）
等（ら）の
灯（ともしび）は
燃（も）ゆべし。

三六 
爾（なんぢ）
等（ら）の
其（その）
主（しゅ）が
婚（こん）
筵（えん）より
歸（かへ）るを
俟（ま）ちて、
彼（かれ）
來（きた）りて
門（もん）を
叩（たた）く
時（とき）、
直（ただち）に
彼（かれ）の
爲（ため）に
啓（ひら）かんとする
人々（ひとびと）に
似（に）るべし。

三七 
主（しゅ）
來（きた）りて
其（その）
諸（しょ）
僕（ぼく）の
儆（けい）
醒（せい）するを
見（み）ば、
彼（かれ）
等（ら）は
福（さいはひ）なり、
我（われ）
誠（まこと）に
爾（なんぢ）
等（ら）に
語（つ）ぐ、
彼（かれ）
自（みづか）ら
腰（こし）に
帯（おび）し、
彼（かれ）
等（ら）を
席（せき）
坐（ざ）せしめ、
前（すす）みて
彼（かれ）
等（ら）に
供（きょう）
事（じ）せん。

三八 
若（も）し
第（だい）
二（に）
更（かう）に
來（きた）り、
又（また）
第（だい）
三（さん）
更（かう）に
來（きた）りて、
彼（かれ）
等（ら）の
是（か）くの
如（ごと）きを
見（み）ば、
其（その）
諸（しょ）
僕（ぼく）
福（さいはひ）なり。

三九 
若（も）し
家（か）
主（しゅ）
盗賊（ぬすびと）の
何（いづれ）の
時（とき）に
來（きた）るを
知（し）らば、
儆（けい）
醒（せい）して、
其（その）
家（いへ）を
穿（うが）つを
許（ゆる）さざらん、
是（こ）れ
爾（なんぢ）
等（ら）の
知（し）る
所（ところ）なり。

四〇 
故（ゆゑ）に
爾（なんぢ）
等（ら）も
己（おのれ）を
備（そな）へよ、
蓋（けだし）
爾（なんぢ）
等（ら）が
意（おも）はざる
時（とき）に
人（ひと）の
子（こ）
來（きた）らん。

四一 ペトル
彼（かれ）に
謂（い）へり、
主（しゅ）よ、
此（こ）の
譬（たとへ）は
我（われ）
等（ら）に
言（い）ふか、
抑（そもそも）
衆（しゅう）
人（じん）に
言（い）ふか。

四二 
主（しゅ）
曰（い）へり、
孰（たれ）か
忠（ちゅう）にして
智（ち）なる
家（いへ）
宰（づかさ）、
其（その）
主（しゅ）が
諸（しょ）
僕（ぼく）の
上（うへ）に
立（た）てて、
時（とき）に
随（したが）ひて、
彼（かれ）
等（ら）に
定（てい）
量（りゃう）の
糧（かて）を
與（あた）へしむる
者（もの）たる、

四三 
主（しゅ）の
來（きた）る
時（とき）、
彼（かれ）が
斯（か）く
行（おこな）ふを
見（み）ば、
其（その）
僕（ぼく）
福（さいはひ）なり。

四四 
我（われ）
誠（まこと）に
爾（なんぢ）
等（ら）に
語（つ）ぐ、
彼（かれ）を
立（た）てて、
其（その）
一切（いっさい）の
所（しょ）
有（いう）を
督（つかさど）らしめん。

四五 
然（しか）れども
若（も）し
其（その）
僕（ぼく）
心（こころ）の
中（うち）に、
我（わ）が
主（しゅ）の
來（きた）るは
遅（おそ）からんと
曰（い）ひて、
僕（ぼく）
婢（び）を
打（う）ち、
食（くら）ひ
飮（の）み
且（かつ）
酔（ゑ）へば、


四六 
乃（すなはち）
俟（ま）たざる
日（ひ）、
知（し）らざる
時（とき）
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